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月面探査におけるエネルギー源
太陽光：環境依存性大

＜月面の熱環境＞

大きな昼夜温度差（-170°C〜+120 °C ）
温度差を電気へ

熱電発電の可能性

単層CNTシートを用いた熱電変換

試作デバイスと性能評価

フレキシブルCNT熱電変換素子（イメージ）

• 軽量，高い機械強度
• フレキシブル
• ゼーベック効果
（50-60 μV/Κ）

• 薄型CNTシートを熱電変
換素子として利用

• 放熱で発生する温度差
から発電

• 柔軟，薄型
• 宇宙空間へのふく射
放熱によって温度差
を形成して発電

• 印刷による大面積化
可能

CNT熱電変換素子（地上用開発品）

将来展望

• 最適なCNTシート形状やデバイス構造の提案
• 駆体に取り付けての性能試験

• 低温真空容器を用いた試験において十分大きな温
度差形成が可能であることを確認

• ふく射放熱は温度差形成に有効→ 自己放熱によ
る自律的発電が可能

• MLI設置でさらなる性能向上が可能
• 発電した電力で無線通信が可能なことを実証

宇宙活動を支える
新たなエネルギー
源の獲得

üガンマ線耐性評価
ü低温環境での特性評価
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低温真空容器 (高温部100ºC，低温部-100ºC)
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フレキシブルデバイス(試作品)

• ふく射放熱のみでも温度
差の形成が可能

• CNTの高い熱伝導性で熱
を運ぶため基板物性の影
響が少ない

• 熱電変換デバイスの幾何
形状についての最適設計

シミュレーション

高密度集積化プロセス

温度差: 120ºC
電圧: 0.72V

実験結果

宇宙適用のための基礎試験
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通信テストの様子
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真空チャンバ

熱電変換
モジュール

＜子機＞
駆動回路/
無線通信機

温度センサ
（チャンバ壁面）

親機 PCUSB
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